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の

国
民
年
金
制
度
の
尺
度
と
も
い
わ
れ
て
い
る
任
意
加
入

制
度
へ
の
加
入
は
、
年
金
に
対
す
る
一
般
皆
さ
ん
の
認
識

の
度
合
を
示
す
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
特
に
高
令
者
(
五

0
1
五
五
才
の
人
)
に
つ
い
て
は
、
こ
の
制
度
に
つ
い
て

の
関
心
が
強
く
持
た
れ
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

広
島
大
学
教
授
伊
藤
迫
氏
の
説
を
利
用
す
れ
ば
、
イ
ギ

リ
ス
で
は
「
く
ら
し
」
に
困
る
と
い
う
人
々
の
原
因
が
何
で
あ
る
か
、
そ

の
原
因
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
第
一
原
因
が
老
令
と
病
気
で
あ
る
こ
と
が

明
ら
か
に
さ
れ
た
そ
う
で
す
。
こ
れ
は
我
が
国
で
も
当
然
で
あ
り
「
病
気

」
に
対
し
て
は
国
民
健
康
保
険
制
度
が
発
展
し
、
「
老
令
」
に
対
し
て
は

恩
給
と
か
共
済
組
合
制
度
な
ど
に
よ
っ
て
極
く
一
部
の
人
達
が
保
障
さ
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
制
度
に
加
入
で
き
な
い
多
〈
の
人
々
は
何
の

保
障
制
度
も
あ
り
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
社
会
保
障
制
度
が
一
般
に
発
展
し
て

い
な
か
っ
た
と
も
い
え
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
逆
に
昔
か
ら
勤
倹
貯
蓄
の
美
風
と
し
て
残
っ
て
い
る
原
因

と
も
い
え
ま
し
ょ
う
。
こ
と
に
最
近
公
衆
衛
生
や
医
学
栄
養
の
進
歩
で
老

令
者
が
長
命
を
保
ち
、
反
面
家
族
計
画
、
産
児
制
限
問
題
な
ど
に
よ
っ
て

人
口
の
中
に
し
め
る
老
人
の
割
合
が
将
来
ま
す
/
¥
大
を
く
な
り
つ

L

あ

り
ま
す
。
つ
ま
り
「
く
ら
し
」
に
困
る
人
達
が
ふ
え
て
く
る
こ
と
で
す
。

こ
の
実
状
は
国
民
年
金
制
度
の
発
足
の
一
つ
の
理
由
と
さ
れ
て
い
る
も

の
で
す
。
そ
の
た
め
老
令
の
「
く
ら
し
」
に
備
え
る
こ
と
が
大
切
で
、
我

々
は
老
後
を
い
か
に
し
て
仇
〈
か
と
い
う
事
よ
り
も
、
ど
の
よ
う
に
「
く

ら
し
」
て
い
く
か
と
考
え
る
べ
き
で
す
。

特
に
高
令
者
は
福
祉
年
金
制
度
も
あ
り
、
掛
金
ま
で
し
な
く
て
も
七

O

才
ま
で
生
き
な
が
ら
え
ば
、
僅
か
に
せ
よ
受
領
さ
れ
る
の
で
す
か
ら
、
そ

の
う
え
い
つ
死
ぬ
か
わ
か
ら
な
い
掛
け
捨
て
に
な
っ
て
し
ま
う
の
だ
と
い

う
考
え
は
一
掃
し
て
い
た
ど
き
、
こ
の
際
特
別
に
高
令
者
に
有
利
に
な
る

よ
う
に
仕
組
ま
れ
た
年
金
制
度
に
加
入
し
て
い
た
い

4

き
た
い
と
思
い
ま
す

こ
れ
は
や
が
て
国
民
年
金
の
花
咲
く
美
し
き
を
お
互
い
に
笑
顔
で
見
上

げ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
す
。
こ

L
に
か
り
に
隣
近
所
に
同
年
輩
の
方

が
い
て
十
年
後
の
姿
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

任
意
加
入
し
た
人
は
六
五
才
か
ら
年
金
を
受
け
ら
れ
ま
す
が
、
他
の
一

人
は
七

O
才
ま
で
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
し
、
七

O
才
に
漸
く
福
祉
年
金
が

受
け
ら
れ
る
と
し
て
も
色
々
と
支
給
制
度
な
ど
が
あ
り
、
年
金
額
も
一
万

二
干
円
、
他
の
加
入
し
た
人
は
制
限
な
ど
無
関
係
で
あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
年
金
額
は
一
万
四
千
四
百
円
と
額
に
お
い
て
も
優
れ
て
い
る
わ
け
で

す
。
私
達
頑
健
で
あ
る
と
き
は
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
無
関
心
の
態
で
あ
り

開:r(毎月ユ回発行〉昭和36年2月5日(ー)

ま
す
が
、
寄
る
年
波
が
重
な
る
ほ
ど
痛
切
に
感

ず
る
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

何
と
い
っ
て
も
こ
の
高
令
者
が
一
番
身
近
く
感

じ
こ
の
制
度
が
一
番
早
く
利
用
さ
れ
る
先
駆
者

で
も
あ
る
の
で
す
。
極
く
一
部
の
反
対
意
見
な

ど
に
ま
ど
わ
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
老
後
の
安
定

し
た
生
活
を
組
み
立
て
る
こ
と
を
推
し
進
め
た

い
も
の
で
す
。

し
か
も
そ
の
高
令
者
の
加
入
時
期
に
つ
い
て

は
、
昭
和
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
と
期

間
が
制
限
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
度
つ
ま
宇
つ
い
て

か
ら
で
は
間
に
合
い
ま
せ
ん
。

皆
さ
ん
方
一
人
/
¥
が
こ
の
制
度
を
よ
く
理

解
し
後
日
悔
い
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
ゆ
た
か

な
生
活
の
「
く
ら
し
」
を
築
き
上
げ
た
い
も
の

で
す
。

。
若
年
者
の
任
意
加
入

(
厚
生
年
金
保
険
、
共
済
組
合
、
船
員
保
険
、
そ
の
他
の
年
金

制
度
の
あ
る
職
場
、
或
は
恩
給
受
給
者
の
配
偶
者
等
)

と
れ
に
該
当
す
る
方
は
現
在
年
金
制
度
に
よ
り
一
応
保
障
さ

れ
た
こ
と
に
は
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
配
偶
者
が
職
場
の
年
金

を
得
る
に
は
、
定
め
ら
れ
た
年
数
(
普
通
十
七
年
か
ら
二
十
年

程
度
)
の
保
険
料
を
納
め
て
年
金
が
支
給
さ
れ
る
も
の
で
あ
り

途
中
に
て
そ
の
職
場
を
離
れ
る
と
か
又
は
死
亡
し
た
と
き
、
離

婚
等
の
場
合
は
職
場
で
の
年
金
は
支
給
さ
れ
ず
、
そ
の
時
よ
り

五
十
才
未
満
の
方
は
国
民
年
金
の
強
制
適
用
と
な
り
、
そ
れ
ま

で
の
期
間
が
無
為
と
な
っ
て
不
利
な
結
果
と
な
り
ま
す
。

若
年
任
意
加
入
は
期
日
に
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
一
年
で

も
早
く
加
入
す
る
こ
と
は
、
老
後
の
受
領
年
金
額
が
そ
れ
だ
け

多
く
な
り
ま
ず
か
ら
制
度
発
促
と
共
に
加
入
さ
れ
る
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。

。
強
制
適
用
者
中
の
届
出
漏
れ
の
方
は
す
ぐ

に
届
出
を
/

現
段
階
に
お
き
ま
し
て
は
、
町
民
の
殆
ん
ど
の
方
は
届
出
済

み
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
住
民
登
録
届
出
未
了
の
ま
L
在
住

の
方
、
昨
年
実
施
の
世
帯
調
査
当
時
厚
生
年
金
等
に
加
入
し
て

い
た
が
、
そ
の
後
職
場
を
退
き
厚
生
年
金
等
が
な
く
な
っ
て
い

る
方
、
及
び
極
め
て
少
数
の
未
届
の
方
等
、
当
然
国
民
年
金
に

加
入
せ
ね
ば
な
ら
な
い
人
が
少
数
残
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

こ
れ
ら
の
人
達
が
こ
の
ま
L
届
出
を
放
置
す
れ
ば
、
そ
の
人
だ

け
が
将
来
死
亡
に
伴
う
母
子
、
障
害
、
老
令
の
何
れ
の
年
金
よ

り
も
見
放
さ
れ
、
そ
れ
に
反
し
周
囲
の
人
々
は
な
ん
ら
か
の
年

金
を
受
取
る
時
が
必
ず
来
る
こ
と
で
す
。
こ
の
と
き
い
く
ら
悔

ん
で
も
追
っ
き
ま
せ
ん
か
ら
、
先
ず
資
格
の
取
得
届
を
行
い
保

険
料
納
入
困
難
な
方
は
、
保
険
料
免
除
の
手
続
き
を
と
り
将
来

の
保
障
を
得
て
お
い
て
下
さ
い
。

。
保
険
料
免
除
の
手
続

国
民
年
金
の
主
体
と
な
る
被
保
険
者
の
殆
ん
ど
が
強
制
加
入

で
あ
り
ま
ず
か
ら
、
毎
日
の
生
活
で
精
て
は
い
だ
と
い
う
方
が

相
当
数
あ
る
わ
け
で
、
こ
の
人
達
は
自
分
が
働
け
る
と
き
で
も

余
祐
が
な
く
、
年
老
い
て
の
生
活
は
一
部
分
の
例
外
を
除
け
ば

ほ
ど
予
想
さ
れ
る
と
と
で
あ
り
、
と
の
人
達
こ
そ
老
後
の
保
障

を
必
要
と
し
ま
す
か
ら
、
被
保
険
者
の
資
格
取
得
届
を
出
す
と

L
も
に
保
険
料
免
除
の
届
出
を
行
う
こ
と
に
よ
り
母
子
、
障
害

、
走
令
の
保
障
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

未
届
者
の
中
に
は
法
の
理
解
困
難
に
よ
り
保
険
料
の
納
入
が

で
き
な
い
た
め
で
あ
っ
た
り
、
保
険
料
の
負
拘
困
難
な
状
態
で

あ
り
な
が
ら
資
格
届
の
提
出
の
み
で
周
囲
へ
の
遠
慮
気
が
ね
等

に
よ
り
、
た
め
ら
っ
て
免
除
の
手
続
き
を
行
っ
て
い
な
い
方
は

直
ち
に
提
出
し
て
下
さ
い
。
経
済
的
余
祐
が
あ
っ
て
の
免
除
は

許
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
事
実
上
生
活
に
追
わ
れ
て
い
る
方
は
総
て

承
認
さ
れ
ま
ず
か
ら
、
こ
の
点
充
分
御
承
知
下
さ
い
。

尚
資
格
取
得
届
提
出
の
際
、
保
険
料
免
除
を
区
長
さ
ん
を
通

じ
て
申
込
み
、
免
除
届
出
の
出
て
い
な
い
方
へ
二
月
一
日
付
文

書
に
よ
り
提
出
方
法
を
通
知
し
ま
し
た
が
、
そ
の
ま
L
A「
目
に

至
っ
て
い
る
方
も
地
区
に
よ
っ
て
は
相
当
あ
り
ま
す
。
と
の
ま

L
で
は
四
月
一
日
よ
り
保
険
料
納
入
者
と
し
て
取
り
扱
わ
ね
ば

な
り
ま
せ
ん
か
ら
、
免
除
希
望
者
は
必
ず
印
鏡
を
持
参
し
て
係

員
に
申
し
出
て
下
さ
い
。

拶挨{壬就

議

長一

宮

亀

久

雄

私
等
は
去
る
二
月
臨
時
町
議
会
に
お
き

ま
し
て
、
議
長
並
び
に
副
議
長
に
選
出

さ
れ
そ
れ
介
¥
就
任
致
す
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

素
よ
り
浅
学
非
才
で
そ
の
責
に
耐
え
得

る
や
を
危
ぶ
み
ま
す
が
、
地
方
自
治
の

振
興
、
ひ
い
て
は
町
発
展
の
た
め
徴
力

な
が
ら
全
力
を
つ
く
す
覚
悟
で
ご
ざ
い

ま
す
。

町
民
の
代
表
で
あ
る
町
議
会
議
員
が
よ

っ
て
集
ま
り
、
町
政
を
議
す
る
議
会
の

運
営
は
円
滑
に
か
つ
適
正
に
行
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
心
得
ま
す
。

今
後
な
に
か
と
皆
様
の
御
指
導
、
御
支

援
を
賜
わ
り
、
こ
の
大
任
を
果
さ
せ
て

い
た
ど
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
し
て
就
任
の
御
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

台帳の縦覧|

副
議
長

浦

上

愛

囲

昭
和
三
十
六
年
度
固
定
資
産
の
評
価
額
が
決

定
し
ま
し
た
の
で
、
規
定
に
よ
り
三
月
一
日
か

ら
三
月
二
十
日
ま
で
ご
十
日
間
長
浜
町
役
場
及

び
各
出
張
所
に
お
い
て
縦
覧
に
供
し
ま
す
。

縦
覧
は
無
料
で
あ
り
ま
ず
か
ら
該
当
資
産
の
あ

る
方
は
自
由
に
縦
覧
し
て
下
さ
い
。

又
本
年
度
は
三
年
に
一
度
の
基
準
年
度
で
あ
り

特
に
土
地
関
係
の
評
価
替
え
が
行
わ
れ
て
お
り

ま
す
。
な
お
縦
覧
場
所
は
本
入
居
住
の
大
字
別

に
左
記
の
通
り
と
な
っ
て
お
り
ま
ず
。

①
長
浜
本
庁
大
字
長
浜
仁
久
大
字

青
島
犬
字
黒
田
大
字
沖
浦

①
喜
多
灘
出
張
所
大
字
今
坊

①
櫛
生
出
張
所
大
字
櫛
生
大
字
須

沢
③
大
和
出
張
所
大
字
上
老
松
大
字

下
須
戒
大
字
豊
茂
大
字
大
越
の
一

部
⑦
白
滝
出
張
所
大
字
白
滝
大
字
柴

大
字
戒
川
大
字
大
越

①
出
海
出
張
所
大
字
出
海

明

防
火
の
護
り
も
固
し

消
防
園
の
出
一
初
式
挙
行

去
る
二
月
十
七
日
長
浜
中
学

校
々
庭
に
お
い
て
、
消
防
団
出

初
式
が
団
員
六
百
余
名
が
出
動

し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

現
在
町
消
防
団
で
所
有
し
て

い
る
ポ
シ
プ
は
、
次
の
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

消
防
自
動
車
ポ
シ
プ
一
ム
口

消
防
三
輪
自
動
車
ポ
ジ
プ

一
台

手
ぴ
き
動
力
ポ
ジ
プ
一
台

可
搬
動
力
ポ
シ
プ
十
九
台

な
お
当
日
次
の
団
員
の
方
々
が

そ
れ
ん
¥
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

世
間
知
事
表
彰

佐
々
木
道
男
(
櫛
生
)

矢
野
上
正
男
(
喜
多
様
)

徳

山

幸

男

(

白

滝

)

女
県
消
防
協
会
長
表
彰

久

保

勝

輔

(

長

浜

)

湊

勲

(

沖

浦

)

大

谷

久

吉

(

黒

田

)

高

田

清

見

(

長

浜

)

稲

垣

広

(

喜

多

灘

)

坂

東

亀

夫

(

櫛

生

)

東

川

正

信

(

グ

)

菊

地

正

幸

(

大

和

)

北

岡

務

(

庁

)

山

本

和

夫

(

白

滝

)

大

野

道

幸

(

グ

)

後

藤

孝

雄

(

青

島

)

村

本

徹

(

出

海

)

高

岡

修

二

(

ゲ

)

徳
田
平
八
郎
(
白
滝
)

浄
郡
消
防
連
合
会
長
表
彰

岩

城

忠

義

(

長

浜

)

友

松

守

(

庁

)

二

宮

敏

明

(

沖

浦

)

小

西

善

幸

(

黒

田

)

村
木
福
之
助
(
青
島
)

長
浜
町
大
火
義
損
金

さ
ぎ
の
長
浜
町
大
火
に
お
け

る
義
指
金
を
先
月
御
報
告
申
し

上
げ
ま
し
た
が
、
そ
の
後
次
の

方
々
よ
り
寄
せ
て
頂
き
ま
し
た

紙
上
を
か
り
て
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

ロい

一、

0
0
0
長
浜
仏
教
会

一
、
四

O
O
白
滝
地
区

一、

0
0
0
愛
媛
県
朝
鮮
人

連
盟
婦
人
部

長
浜
中
学
校

六、一一一

O
O円

二
、
九

0
0

合

計

供
会

食
森水浪畝山渡水畑宮尾沢木東山兵竹谷矢藤奥宮寺東山式山岡奥中村中 清川1山山上堤池久浦丸西国徳石大上藤三二大中西塚小沢神坂西清増中津山宮
内木本中本辺国淀田田井田本下頭本尾野岡嶋浦坂下回田田野谷橘川町水淵本本国 国保上井村淵田堂西岡田宮宮津田村井西井元東尾水田尾田根井

石 元 長 己七典存
勝 利安武久真幸重徳 武昭武久太岩茂繁米政 恵良敏辰喜正良寛政秀清和駒彰俊浮表満栄武安猶正 茂忠和文義弥嘉義平幸洋年精iE武五一長光安之
男久夫友義良一信春潔則'夫美義郎平一伴一好健一範男雄通男一治弥行博美輝重一洋一夫 fノ秋治俊幸利和元寛夫重勉男雄忠市明幸勇八利一建男強市志男三棟、郎栄雄夫助
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平仲大上岡大井平
岡田野満木野上回

- ~-今一色

な
お
当
日
次
の
方
々
が
消
防
、

人
命
救
助
に
つ
く
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
表
彩
さ
れ
ま
し
た
。

中
島
政
春
君
(
柴
小
五
年
)

山
下
末
広
君
(

H

H

)

山
下
義
広
君
(
柴
小
四
年
)

右
の
三
君
は
去
る
一
月
八
日
柴

部
落
の
藤
岡
歯
科
医
師
宅
(
家

族
留
守
中
)
の
火
災
を
発
見
、

た
立
ち
に
消
火
に
つ
と
め
大
火

に
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
り

郡
消
防
団
連
合
会
長
よ
り
表
彰

矢
野
エ
ミ
子
(
沖
浦
地
区
)

矢
野
さ
ん
は
去
年
の
十
一
月
二

十
二
日
通
行
中
に
、
子
供
の
火

遊
び
で
倉
庫
よ
り
出
火
す
る
や

直
ち
に
附
近
住
民
に
通
報
し
、

率
先
し
て
パ
ケ
ツ
消
火
に
よ
り

大
火
に
至
ら
し
め
な
か
っ
た
こ

と
に
よ
っ
て
町
長
よ
り
表
彰
。

ザ

"( .. 語ん晶、相ん-"".........:{_:止 !ピvタ ，~/t唖単品""""宅設1、、，-_".，__ーで

。
青
島
小
中
学
校
生
徒
会

郡
消
防
団
連
合
会
長
表
彰

。
大
和
第
二
小
中
学
校
中
央
区

子
供
会(

県
消
防
協
会
長
表
彰
)

O
大
和
第
一
中
学
校
郷
区
子
供

会

(

町

長

表

彰

)

右
は
永
年
に
わ
た
り
夜
間
地
区

内
を
柏
子
木
を
う
っ
て
巡
回
し

防
火
思
想
を
高
め
た
。

。
松
岡
弘
美
氏

(
喜
多
灘
青
年
団
)

@

丸

井

冨

夫

氏

(

庁

〉

O
久

保

常

浩

氏

(

庁

)

毎
年
消
防
団
の
年
末
警
戒
に

自
発
的
に
協
力
さ
れ
た
こ
と
に

よ
り
町
長
よ
り
表
彰
。

。
谷
上
重
義
氏
(
今
坊
)

O
山

根

浦

治

郎

氏

(

庁

)

右
の
二
名
は
昨
年
十
月
二
日

海
上
に
て
五
人
乗
り
組
み
の
釣

船
が
波
浪
の
た
め
漂
流
し
て
い

る
の
を
発
見
、
谷
上
氏
は
海
中

に
飛
び
込
み
遭
難
船
に
乗
り
込

ん
で
救
助
、
山
根
氏
外
数
名
役

者
で
協
力
救
助
し
た
こ
と
に
よ

り
長
浜
町
よ
り
表
彰
。

。
渡
壁
次
保
(
沖
浦
)

。

渡

壁

一

義

(

庁

)

@

中

井

広

武

(

か

)

O
奥
田
卯
三
郎
(
吊
)

右
の
四
名
は
去
る
一
月
六
日

青
島
近
海
で
出
漁
中
、
附
近
航

行
中
の
機
帆
船
が
火
災
を
起
し

航
行
不
能
と
な
る
や
各
自
所
有

の
漁
船
四
隻
を
も
っ
て
消
火
に

協
力
し
つ
i
長
浜
港
に
曳
航
、

火
災
に
よ
る
人
命
救
助
し
た
こ

と
に
よ
り
大
洲
警
察
署
長
よ
り

表
彰
さ
れ
た
。

-"，~-，，"リ
三省7句-.. 』 今 ト

-
k
p
h偽
吋
怠

4
c
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品

稲
川
ぺ
明
日
寸
鴇
到
の

h
v
bト
ゴ
を
門
μ

百
円
U
F
P
T
手
乍
肘
下
上
一
E

層
f
@

昭
和
三
十
五
年
度
所
得
税
確
定
申
告
と
第
一
三
期
分
の
納
税
は

何
れ
も
三
月
十
五
日
限
り
で
す
。

期
限
ま
で
に
申
告
と
納
税
を
お
忘
れ
に
な
る
と
い
ろ

y
¥
の
控

除
の
特
典
も
認
め
ら
れ
な
く
な
っ
て
、
お
互
い
に
大
変
慣
を
す

る
と
と
に
な
り
ま
す
か
ら
御
注
意
の
上
こ
ぞ
っ
て
期
限
内
に
正

し
い
申
告
と
納
税
を
済
ま
せ
て
下
さ
い
。

な
お
例
年
行
わ
れ
て
い
る
納
税
相
談
は
三
月
六
日
頃
か
ら
始

め
ら
れ
る
予
定
で
す
。
又
徴
収
係
の
者
が
相
殺
の
場
所
へ
出
張

し
て
来
ま
ず
か
ら
こ
の
機
会
を
利
用
し
て
下
さ
い
。
税
務
署
か

ら
出
頭
の
通
知
が
届
か
な
く
て
も
確
定
申
告
を
要
す
る
人
は
次

の
よ
う
な
所
得
者
で
す
。

て
事
業
所
得
者
で
三
十
五
年
度
中
各
種
の
所
得
の
合
計
額
が

扶
養
控
除
額
、
基
礎
控
除
額
の
合
計
よ
り
も
多
い
人
。

二
、
給
与
所
得
者
で
給
与
以
外
の
所
得
が
五
万
円
以
上
あ
る
人

ゃ
、
源
泉
徴
収
さ
れ
た
税
金
の
還
付
を
受
け
た
い
人
。

一
二
、
な
お
申
告
に
つ
い
て
解
ら
な
い
こ
と
や
疑
問
な
点
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
遠
慮
な
く
大
洲
税
務
署
直
税
課
或
は
町
役
場

税
務
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

最
後
に
町
内
保
育
所
の
現
況

を
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

大
白
滝
保
育
園
定
員
九

O
名

(
幼
児
八

O
名
乳
児
一

O
名
)

育
大
和
保
育
所
定
員
五

O
名

(
幼
児
四

O
名
乳
児
一

O
名
)

大
沖
浦
保
育
所
定
員
五

O
名

(
幼
児
四
二
名
乳
児
八
名
)

↓
同
長
浜
保
育
所
(
四
月
一
日
よ

り
開
設
予
定
)

定
員
一

O
O名
(
予
定
)

合
長
浜
愛
児
圏
(
私
立
)

定
員
二
五
名
(
幼
児
二

五
名
)

でいい様 まが二 たて業 でや皆つ 礼生おりけの まチう小
し出与も義す 思年一。ま式も、い様き養 申徒紙らはるでこしをな学去 主主主
よさ/昔老。いの年いもう学ま元り老 しさ上れ涙。、のた沢お校る 主寄
うれ¥の院 出時の り近学校す気寒院<>上んをまを」「思。さ便生!日 必 日

。ると事の さの時 まず芸にかでくのおげのかし流とおひ んり徒正 dフヨ55
事患が皆 れ事や しい会通。過な皆便ま皆りたし養ゾが 送受さ月山主 /μ

もつぼしり様りすきて。て老ワけ つよんの砲自/、」情ヤ
終てくてま、<>。ん櫛 大院ニな てせよ前山よ 、 防己
つい遠いし近 へ生変のがい いてり日土ヒゐ--

可22U 号桂げ医科小語、へ
卒。気し、め お校でよども ぎモよ生学 ぃ

いこ長い皆こ て生り合つを も PI?.J.明
二まれくつ様のそあ活のせば読そあきニ:<ro

養月すか生まがおれげでな、にんんつびま記ノ
老十。らきでいもかたきいお成でなたしグ ¥ 

櫛院四さをてもっちらいる子と長下時事いひじ h
生の日よ過楽、しを少とよ供しlしさにと事古ツ
小皆 うすしいよ送し思う達よていは思も句. _J. 
学 様 な事くつにりでいにがり、。、い、/" 'D 
校へ らを元ま食ますま、安や皆ぼこま悲， -
よ 。祈気でべすけすつ心、とくのすしょの
り つにもてかど。くしみ力も手。いれ

て、、、ら、 してよをり紙 事 1ノ

元気でお掃除をしておられる

養老院の

おちいさんおばあさん

1
l
t
‘

L

J

 

t
i
r
-
-
H
l
t
j
 

費
の
半
額
を
お
返
え
し
致
し
ま

す。

r 

一 期生「いし運 し生その

) I住民登録窟出の励行J j 1芝草津学院富ム貴重ど otTまt主主Z塁悪
;も入は家すずや地所ず i動と たし「よで皆明のー

( みなさん、住民登録はお済みになっておりますか? 11れ、庭るみ汲要のみ四笑「 。 て か う き が る 13の
iねふの。と取全改の月施は ぜ次ん。る健く協--

i住所が変った時などの場合は届 出 が 必 要 で す 。 )~ずた与り口体善駆)目え ひのき ょ康住力で寸
fEみのく薬にがの除 標」御 こ よ うでみを品、

) この届出は法律により必らず十四日以 内 に し な け れ ば な ら ， :~に付物でふ一手 (の 協とう 常文よ得ザ i1 4食 い 九 ー た 斉 初 実い カを衝 に化いてJ:， t 
ないこと になっております。特に昭和36年|月!日からは届出!I物 た い 芥 を に め 施な下計生 努的町私立!

j )を容もにす落と 時いさ画 L 力なに達者 i
f期間 (14日 以 内 〉 内 に 届 出 を し な かった人に対しては、住民¥) rm コ ー 下 i
j 登録法第31 条の規定により過料を課せられることになりまじ~ ~結噌晶君官完全原貯計百完全222ぶZ 苔 i
jた。 i i EE22耕民院2EhF月号車2354R衛 i
i みなさんの世帯におかれて、もし変更があった場合は必ず:;~詩書京都信手己主諒主主2fZ辺町色 生i
¥ 14日 以 内に届出を済ませて下さい。 なお届出には世帯主の 1; l計に査ん入性る内斉日治つれのま清 て治幼をた駆 ~! 

t ち画例を~計の にににすてる花り掃 焼し虫薬「除 ! 新造なった青島丸(青島一長浜問就航〕

) Iはん」を持って役場戸籍係へおいで 下 さ い 。 f~ 訪日i画 2見詰きえき足音書 ぶ雪量企 i 建造費削万
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竺二 I ~審で認たそまそ合とえの答まい註険行まいな受行険ーれお国療険そかからてり私。を問|相|
5( If査下印金のすのにはて託」せた明者者す現状け者証世まるに養とれわ i ぬ今まの御旅L_ 1_一一li Itのさを額際。旅は出、明 んど書でにの金態る戸すもゆ取なでかる事臼す様承行 口

I~ 決い持にに 行ー来前書被かくをあ対ですムで事 はにがのさ扱れ、りかであがな知す f1， I ~.， 
の It~ 。つ対、 日刊を保?事発るいいは険、一、とわ削町、ある、行のるは I~引

lrに そ て し あ の診せっ被険 は行こて私 と い 不 診 私 枚 現 考 た 関 国 民 せ 何 り 命 私 商 通 も 行 1__  1 

両r !~基う保てな 医療んて保者 出しと被共なき可療共の在えつは保皆ん時、は共人りの商.---，
:-';! Itいす険のた 師費が交険で tム 。災何明もが長での 1---=-1
謹 Irて れ 課 明 が にの、付者あ「一一保険，ロ療を受けたいが一一一一「 難時日人数浜あた|室 1
~ I~ 診ばへ細支 支全こす証る I i に大は閉多町りめ L一一l
I~ 11療県お書払 払額のるにこ I ....• _ ~ ~ ，_ ~ 1 '" I あ病わとくでま各

;っ li役ネ自 ら 内 事 税 つ の く 異 | 族 先 で病気にてどったら|役す日税し国保七人「

ぃIr場談国なに実に草な訂ま動 I 1場。まはて保険月て間
I~ まの民い町が関 W お正でが I I のこでそものをに

て I!であ健事長発係吾警が事あ 両 2徴のら保取会そ
:- ITおる康にに生し長長出実つ以十賦はて亡保中合で昭社「せた険すす方場税まい険得社の私
案号 1 ~こ方保な屈しま保険来にた前四課出は、険途にす和会答んど税がるに合令 i ま託致に中の顧 I~ しは険つ出てす険者まよ場に年期来保転者にはか三保 L かくを、こ保に書(しかし就の家

I r下御にてなかの給のすっ合被四日ま険出のお当ら十険 ?事減ーと険会が五たらま町長一族ぃI ~さ遠つおけらで付移 0 てに保月(せ税入出い然、四のあ は額人に料社送人がーしし人は
!lい慮いりれ十、や動 保は険一昭んのに生て該と年取な 出し分なをのら)、人たては現

A I~ 。なてまば日そ保が 険 、 者 日 和 が 増つ、の年の七得た 来てのり納方れで保除の社昨在
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石両一一平 成菊手虫歯問 答徳υ 沖矢山玉大水川倖奥山深嶋高
尾笥 野 田地井井川野 口山 里子野筒井下沼上竹田本井田木

美里光 安 鶴和喜幸 三 和和恒定支迎健健信春 山
主主義櫛憲喜忠喜雄寛雄弘大郎勲白雄裕輝一男昭雄一市一直茂宏主主 μ」

長長生長議長長長長二長和長二滝三長長長長長三二長長二二長庁生一
r--. 

女男 男 男女男男女女 男 男 女 男 男 男 女 男 女 男 男 男 女 女 女 品
美利満信富仁八仲喜正美幸美 出
智貴重枝 分
代明規幸子 子広久 子恵香 ) 

区
長
さ
ん
の
任
期
は
二
年
と
な
っ
て
お
り
(
任
期
な
か
ば

で
改
選
さ
れ
た
方
は
そ
の
残
任
期
間
)
現
在
の
区
長
さ
ん
は

四
月
一
日
を
以
っ
て
全
員
改
選
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

区
長
さ
ん
は
一
応
そ
れ
ん
¥
の
区
民
の
方
の
推
せ
ん
に
よ

っ
て
町
長
が
委
嘱
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
か
ら
皆
さ

ん
の
区
で
も
近
く
御
相
談
が
な
さ
れ
る
と
と
L
思
い
ま
す
。

聞
き
及
び
ま
す
と
と
ろ
に
よ
り
ま
す
と
、
区
長
さ
ん
を
各
戸

順
廻
り
で
や
っ
て
お
ら
れ
る
地
区
も
あ
る
よ
ラ
で
す
が
、
御

承
知
の
よ
う
に
区
長
さ
ん
は
区
内
の
公
正
な
民
意
の
取
り
ま

と
め
か
ら
、
町
の
末
端
行
政
の
処
理
重
ね
て
納
税
組
合
長
も

か
ね
て
や
っ
て
い
た
ど
か
ね
ば
な
ら
な
い
方
で
す
。

と
の
重
責
あ
る
区
長
さ
ん
の
選
任
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
ど

う
か
よ
ろ
し
く
御
協
議
い
た
い
ふ
き
ま
し
て
適
任
者
を
御
推
せ

ん
い
た
ど
き
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

勿
論
現
在
の
方
を
再
選
さ
れ
る
と
と
も
結
構
で
ご

5
い
ま

す。

可

か
ら
小
学
校
就
学
ま
で
の
幼
児
一
身
の
健
全
な
育
成
を
は
か
る
た

V

は
し
が
ぎ
一
に
限
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
又
、
一
め
に
音
楽
、
絵
画
、
自
然
観
察

保
育
所
は
単
に
児
童
の
福
祉
一
入
園
す
る
に
も
保
護
者
の
申
請
一
社
会
観
察
と
い
っ
た
指
導
も
あ

を
守
る
の
み
で
な
く
、
地
域
社
一
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
も
の
で
、
一
わ
せ
て
行
う
も
の
で
あ
り
ま
す

会
全
体
の
生
活
と
福
祉
を
保
つ
一
費
用
も
す
べ
て
保
護
者
の
負
担
一
こ
の
点
幼
稚
園
と
類
似
し
た

上
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
施
一
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
一
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、

ζ

れ

‘
.
設
で
あ
り
、
各
地
区
に
わ
た
っ
一
之
に
対
し
て
保
育
所
は
「
保
一
は
当
然
で
あ
り
ま
す
。

巧
一
て
私
共
の
身
近
に
設
置
さ
れ
て
一
護
者
の
労
働
、
疾
病
の
た
め
家
一
ま
た
保
育
所
給
食
が
保
育
内

研
一
い
る
な
じ
み
深
い
施
設
で
あ
り
一
庭
に
お
い
て
必
要
な
保
護
が
受
一
容
の
重
要
な
一
環
で
あ
り
、
そ

埋

牙

一

ま

す

。

一

け

ら

れ

な

い

児

童

に

対

し

、

そ

一

の

実

施

に

よ

っ

て

保

育

児

童

の

一
そ
の
保
育
所
は
近
年
各
地
に
一
の
年
令
を
問
わ
ず
に
あ
ず
か
り
一
栄
養
上
に
及
ぼ
す
影
響
が
少
く

一
於
い
て
急
激
に
増
加
し
、
現
在
一
保
護
者
に
か
わ
っ
て
保
護
養
育
一
な
い
と
と
ろ
か
ら
、
給
食
を
実

一
県
下
に
三
百
二
十
ケ
所
、
全
国
一
に
あ
た
り
児
童
の
福
祉
を
図
る
一
施
し
て
そ
の
内
容
の
充
実
を
は

一
に
は
九
千
五
百
ケ
所
と
い
う
お
一
」
こ
と
が
目
的
で
あ
り
、
た
ん
一
か
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

一
び
た
ど
し
い
数
に
達
し
て
お
り
一
に
幼
児
教
育
が
目
的
で
な
い
の
一
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

一

ま

す

が

、

我

が

国

の

経

済

事

情

一

で

あ

り

一

一

一

一

O
保
育
所
の
幼
稚
園
化
の

一
か
ら
家
庭
内
職
や
共
稼
の
家
庭
一
保
育
所
に
入
所
す
る
こ
と
は
一
ミ

E

一
が
今
後
ま
す
/
¥
増
え
て
ゆ
く
一
保
育
に
欠
け
る
児
童
の
権
利
と
一

:
f

一
傾
向
か
ら
、
保
育
所
の
必
要
性
一
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
り
ま
す
一
そ
れ
で
は
現
在
の
保
育
所
の

一
は
更
に
加
わ
り
今
後
ま
す
/
¥
一
ま
た
入
所
児
童
の
保
育
に
つ
い
一
運
営
に
つ
い
て
行
政
管
理
庁
が

現
一
増
設
さ
れ
て
い
く
も
の
と
考
え
一
て
も
一
日
八
時
間
を
原
則
と
し
一
「
保
育
所
の
幼
稚
園
化
」
に
つ

1
一
ら
れ
ま
す
。
一
保
護
者
の
労
働
を
よ
り
良
く
す
一
い
て
指
摘
さ
れ
た
主
な
る
点
は

f

一
保
育
所
が
こ
の
よ
う
に
急
激
一
る
た
め
夏
休
み
、
冬
休
み
等
は
一
次
の
通
り
で
あ
り
ま
す
。

一
に
増
加
す
る
に
つ
れ
、
国
の
保
一
考
え
ら
れ
な
い
。
(
之
に
反
し
二
、
保
育
所
の
入
所
措
置
が
適

一
育
所
に
対
す
る
予
算
が
著
し
く
一
幼
稚
園
は
教
育
上
必
要
な
課
程
一
正
で
な
い
も
の
が
あ
る
。
之
は

一
増
加
し
て
き
た
L
め
、
こ
の
予
一
を
履
修
す
る
時
間
だ
け
開
講
す
一
保
育
所
設
立
当
時
の
一
般
住
民

輔
臨
一
算
執
行
の
適
否
、
い
L
か
え
れ
一
れ
ば
よ
い
の
で
、
夏
休
み
、
冬
一
の
考
え
方
が
幼
稚
園
と
混
同
し

慎
一
ば
保
育
所
運
営
の
適
否
が
問
題
一
体
み
等
長
期
の
休
み
が
あ
っ
て
一
て
い
る
(
設
立
を
希
望
す
る
方

一
と
な
り
、
会
計
検
査
院
、
大
蔵
一
も
何
等
差
支
え
な
く
自
由
で
あ
一
遠
の
家
庭
の
多
く
は
保
育
の
必

一
省
の
行
政
管
理
庁
な
ど
が
非
常
一
り
ま
す
。
)
ま
た
入
所
中
の
費
一
要
の
な
い
者
が
多
い
)

一一'なhな
は
関
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を
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過

ご
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児

の

入
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営
の
実
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h

J
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が
多
く
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つ
い
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1
1

低
年
令
児

一
て
細
か
い
調
査
を
加
え
て
ま
い
一
用
に
つ
い
て
も
保
護
者
の
負
担
一
の
入
所
率
が
低
い
。

一
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
現
在
一
能
力
に
応
じ
た
負
担
を
す
れ
ば
一
三
、
給
倉
を
実
施
し
て
い
な
い

才
一
の
保
育
所
運
営
上
適
性
を
欠
く
一
よ
い
事
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
一
施
設
が
私
立
保
育
所
に
多
い
。

国

一

点

が

い

ろ

/

¥

あ

げ

ら

れ

ま

し

一

一

四

、

夏

休

み

冬

休

み

等

休

暇

制

i
一

一

。

負

担

能

力

区

分

一

一

た

が

、

そ

の

う

ち

で

特

に

「

保

一

一

度

を

と

っ

て

い

る

と

こ

ろ

が

私

一
育
肝
の
幼
稚
園
化
」
‘
と
い
う
こ
一

A
階
層

O
円
、
現
に
生
活
保
一
立
保
育
所
に
多
い
。

一
と
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
た
の
一
護
法
に
よ
る
保
護
を
受
け
て
一
五
、
定
員
を
上
廻
っ
て
入
所
さ

の

一

で

あ

り

ま

す

。

一

い

る

世

帯

。

一

せ

て

い

る

施

設

が

多

い

。

喜
一
こ
の
保
育
所
の
幼
稚
園
化
と
一

B
階

層

一

O
O円
、
保
護
は
一
回
と
い
う
よ
う
な
点
を
あ
げ
て

時
一

ρ
う
こ
と
は
既
に
数
年
前
か
ら
一
受
け
て
い
な
い
が
町
民
税
非
一
お
り
ま
す
。

正
一
日
閣
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
一
課
税
の
世
帯
(
満
三
才
未
満

月
一
こ
れ
が
急
激
に
予
算
面
に
悪
影
一
児
に
つ
い
て
は
二

O
O円ぺ

毎
一
響
を
与
え
、
保
育
所
制
度
の
危
一

C
1
階
層
一
二
五

O
円、

A
、

一
機
す
ら
招
来
す
る
に
至
っ
た
極
一

B
階
層
を
除
、
き
地
方
税
方
に

一
め
て
重
要
な
問
題
で
あ
り
ま
す
一
よ
る
町
民
税
の
均
等
割
額
の

一
そ
の
原
因
と
し
て
は
色
々
考
一
み
を
課
税
さ
れ
て
い
る
世
帯

一
え
ら
れ
ま
す
が
、
中
で
も
社
会
一
(
満
三
才
未
満
児
に
つ
い
て

日
一
一
般
が
保
育
所
と
幼
稚
園
の
制
一
は
五
五

O
円
)

持
一
度
に
つ
い
て
相
違
す
る
点
を
説
一

C
2
階

層

四

五

O
円

A
、

幻
一
明
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
一

B
階
層
を
除
き
地
方
税
法
に

手

一

一

よ

る

町

民

税

の

所

得

割

額

を

町
一

O
目
的
の
相
異
@
一
課
税
さ
れ
て
い
る
世
帯
(
満

和
一
幼
稚
園
は
学
校
教
育
法
に
い
一
三
才
未
満
児
に
つ
い
て
は
六

昭
一
う
「
学
校
」
の
一
種
で
あ
っ
て
一
五

O
円
)

一
「
幼
児
を
保
育
し
、
適
当
な
環
一

D
階

層

全

額

負

担

前

年

度

一
境
を
与
え
て
そ
の
身
心
の
発
達
一
の
所
得
税
法
に
よ
る
所
得
税

ー
一
を
助
長
す
る
と
と
を
目
的
と
す
一
を
課
税
さ
れ
て
い
る
世
帯
。

工
一
る
。
」
も
の
で
あ
り
ま
す
。
一
(
満
三
才
未
満
児
に
つ
い
て

c一
従
っ
て
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
一
は
一
、
五

O
O円
)

一
幼
児
教
育
の
一
環
と
し
て
設
け
一
そ
れ
で
は
保
育
所
は
入
所
児
の

一
ら
れ
た
施
設
で
あ
っ
て
、
そ
の
一
保
護
養
育
の
み
か
と
申
し
ま
す

一
対
象
も
教
育
に
可
能
な
満
三
才
一
と
、
そ
う
で
は
な
く
児
童
の
心
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